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ロ
ン
コ
ン
大
学
▽
イ
ン
ド
ネ

シ
ア
大
学
な
ど
。

　
セ
ミ
ナ
ー
で
は
、
日
本
側 

の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
結
果

概
要
▽
各
国
で
実
施
す
る
共

通
質
問
項
目
の
目
的
と
意
図

▽
韓
国
、
ベ
ト
ナ
ム
両
国
の

調
査
の
結
果
と
解
釈
▽
各
国

の
研
究
者
か
ら
の
コ
メ
ン
ト

▽
研
究
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
の

将
来
像
と
今
後
の
研
究
計
画

｜
｜
な
ど
に
つ
い
て
議
論
さ

れ
た
。

　
16
年
度
は
タ
イ
と
フ
ィ
リ

ピ
ン
で
同
様
の
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
が
予
定
さ
れ
て
お
り
、

こ
う
し
た
共
同
研
究
の
蓄
積

が
、
こ
れ
ま
で
に
な
い
新
た

な
知
見
を
導
き
出
す
可
能
性

が
期
待
さ
れ
る
。
２
泊
３
日

と
短
い
日
程
だ
っ
た
が
充
実

し
た
研
究
集
会
と
な
っ
た
。

　
コ
ー
ヒ
ー
ブ
レ
ー
ク
で

は
、
真
っ
青
な
空
を
背
景
に

山
中
湖
に
映
え
る
富
士
山
を

見
る
機
会
が
あ
る
な
ど
、
各

国
の
研
究
者
は
日
本
の
美
し

い
風
景
を
存
分
に
堪
能
し

た
。
来
年
度
は
タ
イ
で
キ
ャ

ン
プ
セ
ミ
ナ
ー
が
予
定
さ
れ

て
お
り
、
そ
こ
で
の
再
会
を

約
し
て
海
外
か
ら
の
参
加
者

は
短
い
滞
在
を
終
え
て
帰
国

の
途
に
就
い
た
。

（
嶋
根
克
己
人
間
科
学
部
教

授
）

　
新
学
期
、
皆
さ
ん
も
新
た
な
決

意
で
勉
学
に
励
ん
で
お
ら
れ
る
と

思
い
ま
す
。
勉
学
を
将
来
に
生
か

す
た
め
の
在
学
中
の
疑
似
体
験
が

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
で
す
。
近
年
、

さ
ま
ざ
ま
な
企
業
が
重
視
す
る
よ

う
に
な
っ
て
い
ま
す
。
本
学
の
キ

ャ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン
セ
ン
タ
ー
に
は

さ
ま
ざ
ま
な
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ

の
メ
ニ
ュ
ー
が
用
意
さ
れ
て
い
ま

す
。
学
期
を
通
じ
て
企
業
や
Ｎ
Ｐ

Ｏ
法
人
で
行
う
「
課
題
解
決
型
イ

ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
」、
多
摩
区
役

所
や
川
崎
商
工
会
議
所
の
加
盟
企

業
な
ど
で
行
う
「
就
業
体
験
型
イ

ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
」（
夏
休
み
、
春

休
み
）
な
ど
の
こ
れ
ま
で
の
メ
ニ

ュ
ー
に
加
え
て
、
新
た
に
全
国
ど

こ
で
も
希
望
地
に
合
わ
せ
て
農
業

法
人
や
全
国
農
業
会
議
所
と
提
携

す
る
農
家
で
行
う
「
農
業
イ
ン
タ

ー
ン
シ
ッ
プ
」（
夏
休
み
、
春
休

み
）
が
加
わ
り
ま
し
た
。
農
業
そ

の
も
の
に
関
心
の
あ
る
方
だ
け
で

な
く
、
将
来
、
食
品
メ
ー
カ
ー
、

食
品
商
社
、
総
合
流
通
業
へ
の
就

職
を
目
指
す
方
に
は
得
難
い
機
会

で
す
。
将
来
の
就
活
の
プ
レ
ゼ
ン

の
内
容
と
し
て
も
十
分
活
用
で
き

ま
す
。
も
ち
ろ
ん
１
年
次
生
、
２

年
次
生
も
大
歓
迎
で
す
。
ま
ず

は
、
早
速
キ
ャ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン
セ

ン
タ
ー
に
お
問
い
合
わ
せ
を
！

キ
ャ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン
セ
ン
タ
ー
・

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
オ
フ
ィ
ス
長

 

小
林
　
守

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の
季
節
到
来
！

キャリアデザインセンターから

　
専
修
大
学
社
会
知
性
開
発

研
究
セ
ン
タ
ー
／
ソ
ー
シ
ャ

ル
・
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
研

究
拠
点
（

セ
ン
タ
ー
、
研

究
代
表
・
原
田
博
夫
経
済
学

部
教
授
）
は
、
タ
イ
の
チ
ュ

ラ
ロ
ン
コ
ン
大
学
社
会
調
査

研
究
所
（
バ
ン
コ
ク
市
、Vi

thaya 
Kulsomboon

所
長
）

と
国
際
交
流
組
織
間
協
定
を

３
月
23
日
付
で
結
ん
だ
。

　
ア
ジ
ア
の
ソ
ー
シ
ャ
ル
・

ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
（
人
々

の
安
心
感
、
幸
福
感
）
が
ど

の
よ
う
な
状
況
に
あ
る
か
研

究
を
進
め
る
同
研
究
拠
点
の

原
田
代
表
は
「
高
い
研
究
能

力
を
も
つ
研
究
所
と
協
定
を

結
ぶ
こ
と
は
重
要
な
意
義
を

持
つ
」
と
今
後
の
研
究
に
弾

み
を
つ
け
た
い
と
語
る
。

　
チ
ュ
ラ
ロ
ン
コ
ン
大
学
は

１
９
１
７
年
に
創
立
さ
れ
た

名
門
大
学
。
社
会
調
査
研
究

所
は
同
大
学
に
設
置
さ
れ
て

い
る
研
究
所
の
一
つ
で
、
途

上
国
に
お
け
る
社
会
調
査
や

教
育
訓
練
を
目
的
と
し
て
い

る
。

　
専
修
大
学
社
会
知
性
開
発

研
究
セ
ン
タ
ー
は
同
研
究
所

と
、
二
つ
の
研
究
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
（
▽
ア
ジ
ア
に
お
け
る

ソ
ー
シ
ャ
ル
・
ウ
ェ
ル
ビ
ー

イ
ン
グ
研
究
コ
ン
ソ
ー
シ
ア

ム
の
構
築

２
０
１
４
年
度

採
択
・
文
部
科
学
省
私
立
大

学
戦
略
的
研
究
基
盤
形
成
支

援
事
業
▽
持
続
的
発
展
に
向

け
て
の
社
会
関
係
資
本
の
多

様
な
構
築

09
年
度
〜
13
年

度
・
同
）
で
の
調
査
委
託
な

ど
す
で
に
交
流
を
持
つ
。

　
本
学
の
国
際
交
流
組
織
間

協
定
校
は
、
４
カ
国
９
機
関

（
国
際
交
流
協
定
校
は
17
カ

国
・
地
域
22
大
学
）
と
な
っ

た
。

ミ
ナ
ー
を
実
施
し
た
。

　
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
ウ
ェ
ル
ビ

ー
イ
ン
グ
研
究
セ
ン
タ
ー
は

文
部
科
学
省
私
立
大
学
戦
略

的
研
究
基
盤
形
成
支
援
事
業

の
支
援
を
受
け
て
、
ア
ジ
ア

各
国
の
研
究
機
関
と
高
度
経

済
成
長
後
の
安
定
成
長
社
会

に
お
け
る
個
人
の
幸
福
（
生

活
の
質
）
と
望
ま
し
い
社
会

制
度
の
あ
り
方
を
探
る
た
め

の
研
究
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
を

作
る
こ
と
を
目
的
に
、
２
０

１
４
年
度
に
設
立
。

　
15
年
度
は
韓
国
と
ベ
ト
ナ

ム
の
研
究
機
関
に
委
託
し

て
、
両
国
で
の
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
を
実
施
。
そ
の
研
究
成

果
を
共
有
す
る
た
め
の
キ
ャ

ン
プ
セ
ミ
ナ
ー
の
開
催
を
原

田
代
表
が
各
国
に
呼
び
掛
け

た
と
こ
ろ
、
海
外
か
ら
８

人
、
日
本
側
か
ら
12
人
と
い

う
国
際
色
豊
か
な
研
究
合
宿

と
な
っ
た
。

　
海
外
の
研
究
機
関
は
▽
ソ

ウ
ル
国
立
大
学
▽
ベ
ト
ナ
ム

社
会
科
学
院
▽
ア
テ
ネ
オ
・

デ
・
マ
ニ
ラ
大
学
▽
チ
ュ
ラ

就
職
課
か
ら

Ｕ
Ｉ
タ
ー
ン
支
援
強
化

　
就
職
課
は
こ
の
ほ
ど
、
学

生
の
Ｕ
Ｉ
タ
ー
ン
就
職
支
援

を
強
化
す
る
協
定
を
、
長

野
、
静
岡
２
県
と
結
び
ま
し

た
。
す
で
に
締
結
し
た
群

馬
、
茨
城
、
栃
木
３
県
に
続

い
て
の
締
結
で
す
。

　
こ
の
協
定
に
よ
り
、
各
県

内
で
開
催
さ
れ
る
就
職
関
連

の
イ
ベ
ン
ト
の
情
報
を
皆
さ

ん
に
配
信
し
、
各
県
の
企
業

を
集
め
た
合
同
企
業
説
明
会

を
本
学
キ
ャ
ン
パ
ス
で
優
先

的
に
実
施
で
き
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
今
後
も
地
方
自

治
体
と
の
連
携
を
深
め
、
学

生
の
Ｕ
Ｉ
タ
ー
ン
支
援
を
強

タ
イ
・
チ
ュ
ラ
ロ
ン
コ
ン
大
社
会
調
査
研
究
所

国
際
交
流
組
織
間
協
定

ソ
ー
シ
ャ
ル
・
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
研
究
拠
点

▲
　Kulsomboon

所
長
（
左

か
ら
４
人
目
）
と
原
田

研
究
代
表
（
同
３
人
目
）

昨
年
11
月
、
チ
ュ
ラ

ロ
ン
コ
ン
大
で

　
社
会
知
性
開
発
研
究
セ
ン

タ
ー
／
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
ウ
ェ

ル
ビ
ー
イ
ン
グ
研
究
セ
ン
タ

ー
（
原
田
博
夫
研
究
代
表
）

は
２
月
17
日
か
ら
19
日
ま

で
、
韓
国
、
ベ
ト
ナ
ム
、
タ

イ
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
、
イ
ン
ド

ネ
シ
ア
各
国
か
ら
の
研
究
者

を
招
き
、
富
士
山
中
湖
セ
ミ

ナ
ー
ハ
ウ
ス
で
キ
ャ
ン
プ
セ

５カ国から研究者集い
キャンプセミナー開催

富士山中湖セミナーハウス

 

５
氏
に
名
誉

 

教
授
称
号
記

　
専
修
大
学
名
誉
教
授
称
号

記
授
与
式
が
４
月
５
日
、
神

田
キ
ャ
ン
パ
ス
で
矢
野
建
一

学
長
、
日
髙
義
博
理
事
長
ら

が
列
席
の
も
と
行
わ
れ
、
５

氏
に
名
誉
教
授
称
号
記
が
授

与
さ
れ
た
。

小
沼
堅
司
元
法
学
部
教
授

 

（
在
職
40
年
）

木
幡
文
德
元
法
学
部
教
授

 

（
在
職
43
年
11
カ
月
）

仲
川
恭
司
元
文
学
部
教
授

 

（
在
職
34
年
）

樋
口
　
淳
元
文
学
部
教
授

 

（
在
職
41
年
）

中
村
友
保
元
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

情
報
学
部
教
授 （
在
職
37
年
）

公
開
講
座
情
報

法
学
部
１
４
０
回
連
続
講
演

会
（
２
０
１
６
年
度
）

　
創
立
１
４
０
年
に
向
け
て

開
催
し
て
い
る
１
４
０
回
連

続
公
開
講
演
会
。
法
学
部
、

法
科
大
学
院
の
教
員
ら
が
現

代
的
な
諸
問
題
か
ら
理
論
的

問
題
ま
で
多
様
な
テ
ー
マ
を

扱
う
。
入
場
無
料
、
事
前
申

し
込
み
不
要
。
16
年
度
前
期

の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
次
の
通

り
。

▽
期
間

５
月
３
日
〜
７
月

19
日
の
火
曜
日
か
金
曜
日
▽

時
間

火
曜
日
18
時
15
分
〜

19
時
45
分
／
金
曜
日
19
時
〜

20
時
30
分
▽
場
所

神
田
キ

ャ
ン
パ
ス
５
号
館
５
７
１
教

室
（
変
更
の
場
合
あ
り
）

※
講
演
内
容
は
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
参
照

□問
神
田
教
務
課
☎
03
・
３
２

６
５
・
５
８
４
３

第
１
６
１
回
国
際
交
流
特
別

講
演
会
「
や
さ
し
い
英
語
に

　
藏
下
勝
行
氏
（
く
ら
し
も

・
か
つ
ゆ
き
）
名
誉
教
授
・

元
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
情
報
学
部

教
授

　
４
月
５
日
、
81
歳
で
死

去
。
１
９
６
７
年
か
ら
２
０

０
５
年
ま
で
在
職
。
専
門
は

経
済
理
論
。

訃
　
　
報

３
氏
に
学
位
授
与

　
３
月
23
日
、
専
修
大
学
か

ら
３
氏
に
学
位
が
授
与
さ

れ
た
。（
氏
名
に
続
き
、
現

職
、
学
位
の
種
類
、
学
位
請

求
論
文
名
）

辻
村
　
雅
子
氏

　
慶
應
義
塾

大
学
産
業
研

究

所

研

究

員
、
博
士（
経

済
学
）
、「Structural Anal

yses of Flow of Funds

」

車
田
　
忠
継
氏

　
二
松
学
舎

大
学
附
属
高

教
諭
、
博
士

（
歴
史
学
）、

「
戦
前
期
中
選
挙
区
制
度
に

お
け
る
選
挙
構
造
と
地
域
政

治
秩
序
｜
千
葉
県
第
１
区
東

葛
飾
郡
と
川
島
正
次
郎
を
中

心
に
｜
」

ダ
ン
　
テ
ィ
　
ビ
ェ
ッ
ト
　

フ
ォ
ン
氏

　
ベ
ト
ナ
ム

社
会
科
学
院

社
会
学
研
究

所
研
究
員
、

博
士
（
社
会
学
）、「Sociolog

ical Monograph on Volu

ntary 
Associations 

in 

North Vietnamese Rural 

Areas

」

▲　熱心に討論する海外からの参加者（左から

フィリピン、ベトナム、韓国、タイの研究者）

よ
る
経
済
学
講
座
」

　
デ
ィ
ア
ド
ゥ
レ
・
オ
コ
ー

ナ
ー
氏
（
経
済
学
部
海
外
客

員
教
授
、
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
国

立
大
学
ダ
ブ
リ
ン
校
）
が
ア

イ
ル
ラ
ン
ド
や
Ｅ
Ｕ
情
勢
に

つ
い
て
英
語
で
講
義
す
る
。

入
場
無
料
。

▽
期
間

４
月
23
日
〜
５
月

21
日
の
毎
週
土
曜
日
全
５
回

（
５
月
７
日
は
除
く
。
１
回

の
受
講
で
も
可
）
▽
時
間

10
時
〜
11
時
30
分
。
５
月
21

▶
　
ガ
イ
ダ
ン
ス
で
説
明
を

聞
く
学
生

日
の
み
連
続
２
講
演
で
、
９

時
〜
10
時
30
分
、
10
時
45
分

〜
12
時
15
分
▽
会
場

国
際

交
流
会
館
山
田
長
満
イ
ン
タ

ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ホ
ー
ル

▽
申
し
込
み

国
際
交
流
事

務
課E-mail

‥iaffairs@a

cc.senshu-u.ac.jp

経
済
学
部
経
済
学
科
公
開
講

座
「
４
年
目
を
迎
え
た
ア
ベ

ノ
ミ
ク
ス
と
日
本
経
済
」

　
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
と
、
日
本

経
済
が
抱
え
る
問
題
に
つ
い

て
、
財
政
金
融
、
労
働
、
社

会
保
障
、
産
業
、
マ
ク
ロ
経

済
な
ど
幅
広
い
分
野
に
わ
た

っ
て
論
じ
る
。
入
場
無
料
。

▽
日
時

５
月
14
日
〜
６
月

18
日
の
毎
週
土
曜
日
全
６
回

（
１
回
の
受
講
で
も
可
）
10

時
45
分
〜
12
時
15
分
▽
場
所

生
田
キ
ャ
ン
パ
ス
10
号
館

１
０
１
０
３
教
室
▽
講
師

中
野
英
夫
教
授
／
鈴
木
奈
穂

美
准
教
授
／
高
橋
祐
吉
教
授

／
田
中
隆
之
教
授
／
櫻
井
宏

二
郎
教
授
／
西
岡
幸
一
教
授

▽
申
し
込
み

４
月
18
日

（
月
）
〜
５
月
11
日
（
水
）、

教
務
課
（
経
済
学
部
担
当
）

「
経
済
学
科
公
開
講
座
係
」

☎
０
４
４
・
９
１
１
・
１
２

５
７
、E-mail:ekyomu@ac

c.senshu-u.ac.jp

化
し
て
い
き
ま
す
。

●
４
年
次
の
皆
さ
ん

　
４
月
、
サ
テ
ラ
イ
ト
キ
ャ

ン
パ
ス
で
合
同
企
業
説
明
会

を
次
の
通
り
実
施
し
ま
す
。

　
▽
19
日
（
火
）
長
野
県
内

企
業
▽
20
日
（
水
）
静
岡
県

内
企
業
▽
21
日
（
木
）
ア
グ

リ
ビ
ジ
ネ
ス
に
関
わ
る
企
業

▽
22
日
（
金
）
ロ
ジ
ス
テ
ィ

ク
ス
ビ
ジ
ネ
ス
に
関
わ
る
企

業
▽
27
日
（
水
）
栃
木
県
内

企
業
▽
28
日
（
木
）
群
馬
県

内
企
業
｜
｜
が
集
合
。

　
実
施
日
の
追
加
、
参
加
企

業
な
ど
の
情
報
は
逐
次
ポ
ー

タ
ル
や
就
職
支
援
シ
ス
テ
ム

Ｓ
｜
ｎ
ｅ
ｔ
で
公
開
し
ま

す
。

▶
　
学
長
、
理
事
長
を
は
さ
ん

で
記
念
撮
影




